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自
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に
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の
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出
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が
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ま
り
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各
方
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タ
ッ
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が
行
わ
れ
た
が
、
壮
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な
被
災
現
場

に
一
時
断
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他
ル
ー
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行
う
も
、
困
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を

極
め
、
救
出
に
時
間
を
要
し
た
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あ
の
日
、
あ
の
時
、
球
磨
村
に
起
き
た
事
象
を
検
証
と
共
に
綴
る
。

　

あ
の
日
、
あ
の
時
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　令和２年７月豪雨において被災された村民の皆様に改めてお見

舞い申し上げます。

　球磨村では今回の災害により、２５名もの尊い命が奪われ、住

宅や道路・橋梁等の多くの貴重な財産が傷つきました。そして、

住宅に大きな被害を受け、仮設住宅での仮の生活を余儀なくされ、

住まいを含めた生活再建の行く末に悩みや不安を抱えられている

村民の方々が多数いらっしゃいます。

　このような状況の中、抜本的な治水対策が完了するには相当な

長い年月がかかると考え、この愛すべき球磨村に住み続けるには、

まずは今できる防災・減災対策を早急に検討・実施することとし、

この報告書をまとめました。

　この報告書は、球磨村の今後の防災・減災に資することを第一

の目的としていますが、国内外で頻発している気象災害への対応

の一助となれば幸いです。

令和３年１１月

球磨村長　松 谷　浩 一

発刊にあたって



渡
　７月４日の明け方には、低い土地から浸水が広がり、午前７時以降増水の速さが増し

ました。雨が強くなった午前１時から９時間後、渡駅周辺の浸水から５時間後の午前10

時頃に、渡地域は最大の水位を記録し、多くの被害を受けました。

　また、小川川沿いでは、午前０時以降、急激に強まった雨により、山腹崩壊や道路決壊、

橋梁流失などの被害が起こり、孤立解消に９日間、境目地区までの道路通行可能まで

20日以上を要しました。watari

地下の踏切から、標識が倒れ電柱が傾く様子 島田地区、洪水が家屋の二階屋根を覆い、電線の至る所に痕跡残る

茶屋地区、洪水の勢いが強く、軒並み家屋を押し流した。水位は屋根に到達、住民は辛うじて屋根に避難し救助された

相良橋、流出前の様子 相良橋及びJR肥薩線球磨川第二橋梁の被災状況

小川地区、流木が家屋に覆い被さる様子 国道219号の路肩や待避場の流失

あの日、あの時
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　当時は妻と二人で自宅にいました。避難しようとしたが、既に水が来ていたため外へ避難するこ

とが困難でした。二階に垂直避難し、最終的には屋根まで避難。自衛隊のヘリコプターで救助され

ました。自衛隊の人が親切だったのがとても印象に残っています。これまで避難する意識が足りて

いなかったと改めて感じました。グラウンド仮設に住んでいますが、落ち着いた生活を送れています。

今回被災して、全国の皆さんに助けていただき感謝しかありません。復興へは球磨村に住んでいた

いので早急な宅地の確保と高齢者でも住めるアパートがあればいいと思います。

東
ひがし

　研
け ん し

志さん（茶屋班）

日
ひ あ て

當　茉
ま や

耶さん（山口班）

福祉施設及び渡小学校の浸水状況 渡小学校体育館、被災後に床が反りあがった様子

JR肥薩線渡駅被災状況 指定緊急避難場所であった渡多目的集会施設の発災時の浸水状況

糸原地区、糸原橋の流失状況 村道渡大槻線は全線におよび被災

令和２年７月豪雨の記憶

　お父さんが消防団で出動していたので、お母さんと兄弟と運動公園に避難しました。早めに避難

していて、多くの人が避難してくる度に不安が募っていきました。運動公園から浸水した景色を見て、

「なんでだろう」と悲しい気持ちになりました。現在は、ムービングハウスに住んでいます。これま

で住んでいた家より狭いけど、帰るところがあるだけで安心しますが、それでもやっぱり元の家に

帰りたい気持ちが強いです。今回被災して、災害に対する考えを持つ機会となりました。今回のよ

うなことは起こって欲しくないので、もっと学べる機会があったらいいと思います。
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一勝地
　午前０時以降強さが増した雨は、あらゆる谷を洗堀し、土石を国道や県道、村道に運

び通行不能にしました。その後、支流の氾濫が増し、県道高沢一勝地線の至る所で決

壊が相次ぎました。本流球磨川沿いでは、村道告線ＪＲ架橋下が２時半頃には冠水し

たものと思われ、その後は、柴立姫神社付近や低いところの県道が３時頃、友尻村営

住宅前が５時前頃に浸水し、球磨川沿いの集落は行き場を失いました。国道の決壊や

土砂流入により全域が孤立状態となり、村道馬場線を使い、５日後に小型車両のみが

通行可能になりました。isshochi

国道219号馬場洞門付近、中央線より球磨川側流失 国道219号馬場地区、国道及びロードパーク流失

友尻地区及び中園地区の被災状況

球磨橋被災の痕跡 宮園地区から友尻方面洪水状況

渕田酒造付近被災状況 小谷地区被災状況

あの日、あの時
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友
ともじり

尻　辰
た つ お

生さん（友尻班）

松本橋流失 JR肥薩線球泉洞駅付近被災状況

県道一勝地神瀬線被災状況

板崎地区被災状況 村道第二田代線被災状況

浦野地区被災状況

淋地区柴立姫神社被災状況

令和２年７月豪雨の記憶

　高齢者が多い中、増水により八方塞がりとなり、線路を伝い公民館へ避難したが、裏山の崩壊に

より一勝地駅へ再避難した。発災からは、住民らの野菜や山水で生活し、10 日を過ぎてからはボラ

ンティアの方々からの支援により生活を送った。

　災害は、いつ・どこで・誰があってもおかしくない世の中になった。これで大丈夫と言うことは

決してない事を体験して実感した。発災時の困難を乗り越えられたのは、地域の人達の連携があっ

たから出来たと考える。人と人の繋がりを大切にし、皆で助け合い、支えあう世の中を願う。
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神 瀬
　午前０時以降強さが増した雨は、あらゆる谷を洗堀し、土石を国道や村道に運び通行

不能にしました。また、この水が国道を流れ、木屋角集落へ到達し、川内川に収束さ

れた土石流も合わさり、下流の集落を襲い大きな被害をもたらしました。本流球磨川沿

いでは、初めに裏山からの出水が激しくあった後、明け方に球磨川の増水が堤岩戸地

区の宅地へ侵入しました。11時 30 分頃に最大水位を迎え、大瀬～和田間以外の国道

は楮木まで冠水しました。それから国道が一勝地方面へ通行可能になるまで 20日以上

を要し、復旧の着手が遅れました。また、水道の復旧には２ヵ月程度要しました。kounose

大瀬橋流失 堤岩戸地区浸水状況

神瀬中心部洪水時の状況

神瀬橋流失 木屋角地区被災状況

木屋角地区及び上原地区被災状況 松野地区被災状況

あの日、あの時
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国道219号瀬戸石付近被災状況 林道川島大岩線被災状況

国道219号上蔀地区被災状況

日当地区被災状況 伊高瀬地区被災状況

四蔵地区被災状況

国道219号多武除地区被災状況

大岩地区被災状況

令和２年７月豪雨の記憶

　自宅にいて午前 3 時ごろ、川内川の音で目が覚めました。主人は消防団として出動していたので

子どもたちと避難しました。一時避難所でこれまで見たこともない濁流に呆然としていたのを覚え

ています。現在は人吉市のみなし仮設に住んでいます。近所の人がいい人ばかりで不安はありません。

今回の災害で、高齢者等避難が発令されたら誰一人欠けることなくみんなで避難しなければいけな

いことを学びました。現在神瀬を離れていますが、神瀬の不便さが良かったと改めて感じています。

新しい神瀬地域の復興を願って頑張りたいです。

上
うえはら

原　朋
と も こ

子さん（木屋角班）
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三ヶ浦
　球磨川沿いの家屋は、渡地域や一勝地地域と同様の被害が発生しているほか、県道

の冠水と決壊により、三ヶ浦地域全体が一次的に孤立状態となりました。相良橋や沖鶴

橋の流失により生活路線が途絶えたことで、長距離の迂回路を長期間にわたり使用す

る事となりました。

sangaura

沖鶴橋流失 鵜口地区浸水状況

JR肥薩線被災状況 JR肥薩線那良口踏切被災状況

那良口地区被災状況 毎床地区被災状況

あの日、あの時

　当日は渡にいる娘の自宅に向かうため、午前 4 時頃に相良橋を渡りました。まだ暗く水位がどの

くらいだったのか確認できませんでした。後に相良橋が流出したのを知り恐怖を感じました。自宅

に帰れたのは、発災から 3 日後でした。自宅は無事でしたが、地区でも家屋の浸水被害があり気が

気ではありませんでした。球磨村も地区も今後どうなっていくのか不安です。被災した人が、少し

でも早く落ち着いた生活ができるように、宅地や集合住宅の整備を早急に願いします。

永
な が お

尾　洋
よういち

一さん（鵜口班）
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坂口地区被災状況 村道沢見線被災状況

県道高沢一勝地線被災状況

高沢地区被災状況

村道横井大槻線被災状況

高 沢
　河川付近の県道や村道は、夜中３時以降から冠水が始まり、隣接する家屋に大きな被

害をもたらしました。全ての生活道路が被災したことで、ヘリコプターによる救助が行わ

れ、全救出までは７日間を要しました。生活道路である県道高沢一勝地線の被害は大き

く、今もなお林道大瀬線からの迂回を強いられています。

takasawa

　発災時は、立木が橋に詰まり、川の水が道路にあふれ、道路が川の様になっていました。一戸は

全壊、川沿いの家が数軒床上浸水し車も４台ほど流され、県道高沢一勝地線で道路崩壊等が相次ぎ、

孤立状態となりました。避難中は、女性の方が中心に炊き出しを行い、米、野菜のほか必要な物は、

それぞれの家庭から持ち寄ってもらいました。

　当地区は、皆さんが快く協力していただき、本当にありがたく思いました。いつ災害が起こるか

分らないので、最低でも懐中電灯、保険証、２～３日分の着替え等を一つにまとめて、いつでも持

ち出せるように準備しておいてもらいたいと思います。
髙
たかさわ

沢　重
しげはる

治さん（高沢班）

令和２年７月豪雨の記憶

令和２年７月豪雨災害　記憶と検証　　8



9　　令和２年７月豪雨災害　記憶と検証 令和２年７月豪雨災害　記憶と検証　　10

豪雨の概要

第
1
章 令和２年７月豪雨災害の概要

1

■　気象状況

　7月3日に東シナ海の梅雨前線上に低気圧が発生し4日未明には九州北部地方に進んだ。低気圧の東進に伴って3日夜
には梅雨前線が九州北部地方まで北上、低気圧や前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、九州では大気の状態が非
常に不安定となった。
　このため、4日未明から朝にかけ、熊本県では記録的な大雨となったところがあった。

■　大雨の状況

　4日未明から朝にかけて県の南部を中心に局地的に猛烈な雨や非常に激しい雨が降り、芦北町付近では3時20 分に約
110ミリの猛烈な雨を解析し、気象庁は記録的短時間大雨情報を発表した。その後も天草市、芦北町、津奈木町、人吉市、
あさぎり町、球磨村、八代市付近で1時間に約110ミリから120ミリ以上の猛烈な雨を解析し、記録的短時間大雨情報を
発表した。また、4日4時 50 分に天草・芦北地方、球磨地方、宇城八代に大雨特別警報を発表した。この大雨特別警報
は4日11時 50 分にすべて警報に切り替えた。
　この大雨で1時間降水量では牛深（天草市）の98.0ミリを含む2地点、3時間降水量では牛深（天草市）の205.5ミリ
を含む7地点、6時間降水量では田浦（芦北町）の325.5ミリを含む 9地点、12時間降水量では水俣（水俣市）の415.0
ミリを含む 9地点、24時間降水量では湯前横谷（湯前町）の489.5ミリを含む7地点、48 時間降水量では多良木（多良木町）
の418.5ミリが観測史上1位の値を更新した。
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７月３日～７月４日にかけての球磨村の状況の抜粋（５時から８時の状況）

第
1
章 令和２年７月豪雨災害の概要

２



11　　令和２年７月豪雨災害　記憶と検証 令和２年７月豪雨災害　記憶と検証　　12



13　　令和２年７月豪雨災害　記憶と検証 令和２年７月豪雨災害　記憶と検証　　14

雨量・水位・被災状況相関図

被害の概要

１

人的被害状況２

第
2
章
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建物被災状況３

公共施設被災状況（建物）４
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公共施設被災状況（村道、林道、農地）

第
2
章 被害の概要

５

被災直後の指定緊急避難場所の状況６
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道路啓開状況７

孤立集落発生状況８
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水道復旧状況

第
2
章 被害の概要

９

避難所の状況10
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　令和２年７月豪雨災害からこれまで、全国の多くの皆さまから

ご支援をいただきました。心から感謝申し上げます。

　球磨村は災害復興への道を歩み始めました。災害の大きな爪

痕が残る中、復興を成し遂げるには長く険しい道のりになると思

われます。

　皆さまからの応援やご支援が復興の後押しとなりますので、球

磨村への「応援」、「ご支援」を今後ともよろしくお願いします。

ご支援のお願い

https://www.kumamura.com/

https://www.archive-kumamura.com/

球磨村

企画・製作　球磨村役場復興推進課
〒 869-6401 熊本県球磨郡球磨村大字渡丙 1730 番地

tel 0966-32-1114
fax 0966-32-1230

mail：kikaku@kuma.kumamoto.jp


